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六
月
議
会
報
告>

 

６
月
市
議
会
で
の
一
般
質
問
を
報

告
し
ま
す
。 

 

①
ゴ
ミ
収
集
の
民
間
委
託
化
を
進

め
る
事
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

や
不
正
入
札
に
つ
な
が
ら
な
い

か
？ 

 

（
市
）
家
庭
ご
み
の
収
集
車
は
11

台
あ
り
内
3
台
が
直
営
で
他
は

民
間
。
直
営
車
は
、
更
新
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
市
の
職
員
は
正
規
16
人

平
均
年
齢
50
歳
、
会
計
任
期
付
き

職
員
10
人
平
均
年
齢
38
歳
（
事
務

職
の
ぞ
く
）
。
ゴ
ミ
収
集
の
運
行
計

画
管
理
や
他
の
特
別
な
用
途
の
収

集
車
の
運
搬
、
登
録
さ
れ
た
高
齢

者
の
ご
み
を
集
め
る
。
ふ
れ
あ
い

収
集
に
従
事
さ
れ
て
い
る
。 

（
主
張
）
市
は
、
他
市
よ
り
直
営
が

少
な
く
今
後
、
退
職
者
不
補
充
の

ま
ま
だ
と
ゴ
ミ
収
集
業
務
に
お
い

て
市
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
な
っ
た

り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
か
な
く

な
る
。
市
民
生
活
に
も
影
響
が
出

る
。
民
間
委
託
化
が
広
が
る
こ
と

は
、
受
託
利
益
を
求
め
て
先
の
不

正
入
札
事
件
の
元
に
な
る
。 

 

 

②
生
産
緑
地
を
持
つ
農
家
に
対
し

て
今
年
度
末
締
め
切
り
の
特
定
生

産
緑
地
に
つ
い
て
の
周
知
・
説
明

を
し
て
緑
を
守
っ
て
ほ
し
い
。 

 

（
市
）
生
産
緑
地
法
が
で
き
て
30

年
た
ち
生
産
緑
地
の
所
有
農
家
は
、

年
度
末
ま
で
に
特
定
生
産
緑
地
に

す
る
か
市
街
化
農
地
を
選
ぶ
か
年

度
末
ま
で
に
選
択
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
現
在
生
産
緑
地
を
持
つ
4
割

の
農
家
が
意
向
を
示
し
、
そ
の
内

の8

割
が
特
定
生
産
緑
地
へ
の
意

向
を
さ
れ
て
い
る
。 

（
主
張
）
残
る
6
割
の
農
家
に
コ

ロ
ナ
で
開
催
し
に
く
い
が
説
明
会

や
周
知
を
行
い
国
の
示
す
農
地
の

多
面
的
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
。

市
内
農
地
の
面
積
は
、
年
々
減
少

し
て
い
る
今
後
策
定
す
る
緑
の
基

本
計
画
で
公
園
と
と
も
に
農
地
を

位
置
づ
け
て
目
標
面
積
を
確
保
し
、

そ
の
中
で
特
定
生
産
緑
地
へ
の
追

加
指
定
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

 

③
国
民
保
険
料
の
県
統
一
化
の
影

響
と
コ
ロ
ナ
禍
の
保
険
料
、
窓
口

負
担
軽
減
制
度
を
市
民
に
知
ら
せ

て
ほ
し
い
。 

 

（
市
）
令
和
6
年
の
統
一
化
目

指
し
4
月
運
営
方
針
が
示
さ
れ

た
が
県
が
市
に
示
す
。
保
険
料
の

収
納
額
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

市
は
、
収
納
率
を
上
げ
ざ
る
を
え

ず
、
国
保
基
金
（
貯
金
）
約
７
億

円
（R

1

）
が
あ
っ
て
も
保
険
料

を
値
上
げ
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

令
和
2
年
6
月
1
日
現
在
で

は
、
国
保
世
帯
８
９
９
７
件
の

内
、
滞
納
世
帯
４
６
１
件
に
も
達

し
短
期
保
険
の
交
付
は
５
３
２
、

被
資
格
証
２
１
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

（
主
張
）
今
後
、
国
保
料
を
払
い
た

く
て
も
払
え
な
い
家
庭
が
増
え
る
。

県
運
営
方
針
で
は
、
取
り
立
て
が

厳
し
く
な
り
長
期
分
納
を
認
め
な

い
。
短
期
保
険
証
も
、
１
ケ
月
の
み
、

各
行
政
の
軽
減
努
力
も
認
め
な
い

こ
と
で
、
国
保
の
県
統
一
化
が
年

金
者
、
非
正
規
被
雇
用
者
、
自
営
業

者
が
入
る
健
康
保
険
が
憲
法
に
あ

る
社
会
保
障
に
な
っ
て
い
な
い 

命
を
守
る
制
度
で
な
く
加
入
世
帯

の
生
活
を
壊
す
制
度
に
な
っ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
国
保
保
険

料
の
減
免
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

が
あ
る
が
、
窓
口
で
の
医
療
費
支

払
い
負
担
金
減
免
の
制
度
が
あ
り

な
が
ら
活
用
さ
れ
て
い
な
い
、
も

っ
と
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
傷
病
手
当
に
つ
い
て
も

国
保
事
業
所
に
雇
わ
れ
て
い
る
方

に
適
用
さ
れ
る
が
、
事
業
主
に
さ

れ
な
い
の
で
は
、
補
償
が
な
け
れ

ば
休
め
な
い
現
実
に
そ
ぐ
わ
な

い
。
国
保
減
免
制
度
（
保
険
料
）

に
加
え
て
一
部
負
担
金
減
免
（
窓

口
負
担
）
に
つ
い
て
は
、
周
知
を

 

市民の声を市政
に届けます 

日
本
共
産
党 

中
井
ま
さ
と
も
便
り 

  



 
「
６
月
議
会
で
学
童
保
育
所
の
請

願
が
出
て
、
こ
の
夏
か
ら
旭
が
丘

に
民
間
学
童
保
育
所
が
一
つ
新
設

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
現
在
の
公

立
保
育
所
施
設
の
様
子
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。」 

  

資
料 

市
内
公
立
学
童
保
育
所 

R
3

、
５
，
１ 

 
 

２
１
年
６
月
２
７
日 

 

★
度
末
公
立
学
童
保
育
所
の
指
定

管
理
者
の
更
新
時
期
に
な
り
ま
す
。 

 

公
共
施
設
の
管
理
は
直
営
又
は
公

共
的
団
体
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
０
３
年
の
地
方
自
治

法
改
正
で
指
定
管
理
者
制
度
が
で

き
た
こ
と
に
よ
り
、
株
式
会
社
な

ど
民
間
企
業
に
も
管
理
運
営
を
任

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

 

施
設
管
理
を
民
間
企
業
に
丸
投

げ
す
れ
ば
コ
ス
ト
も
下
が
る
し
、

サ
ー
ビ
ス
も
良
く
な
る 

「
ほ
ん
と
う
で
し
ょ
う
か
・
・
・
？
」 

従
業
員
を
パ
ー
ト
や
派
遣
に
す
れ

ば
確
か
に
人
件
費
は
安
く
な
る
し
、

民
間
の
施
設
で
は
お
金
さ
え
払
え

ば
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
ま
す
。
し
か
し
公
共
施
設
は

税
金
で
建
て
た
住
民
の
暮
ら
し
を

支
え
る
共
同
財
産
で
す
。
住
民
の

声
が
直
接
に
反
映
さ
れ
、
お
金
の

な
い
子
ど
も
や
社
会
的
弱
者
で
も

安
心
し
て
利
用
で
き
、
安
定
的
に

運
営
さ
れ
、
継
続
的
に
専
門
性
を

発
揮
で
き
る
職
員
が
配
置
さ
れ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。 

   


